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１．研修修了から⼀次審査までの流れ
項目期間該当

3月31日で研修を修了し、研修管理システム上で実地経験
目録、症例記録および症例レポート、学術活動、形成的評
価（到達度評価）、総括的評価※等の登録を完了する

～4月15日専攻医

研修管理システム上で、指導を行った実地経験目録、症例
記録および症例レポート、学術活動、形成的評価（到達度
評価）[1、2年目]等の評価登録を完了する

～4月15日評価担当指導医

実地経験目録、症例記録および症例レポート、学術活動や
専攻医による総括的評価等について「専門研修プログラム
整備基準」項目53の修了要件が満たされていることを確
認する。統括責任者・副統括責任者が研修管理システム上
で「総括的評価」より修了判定評価を登録する

4月 1日 ～
4月15日

専門研修プログラム管理委員会

修了と判定された専攻医は専門医認定審査の申請を行う4月16日 〜
5月15日（厳守）

専攻医

専門医認定申請WEB審査（一次審査）4月16日 ～
6月15日（厳守）

地方委員会

※註︓総括的評価は修了要件を満たした場合に、研修修了年の3月20日より登録ができます。
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2．研修記録、総括的評価等の登録 【4⽉15⽇まで】

専門医認定審査を受けるためには、申請に必要な修了要件を満たしているこ

との判定を受ける必要があります。このために、専門医認定審査申請を希望

する専攻医は2026年4月15日までに、研修管理システム上で研修実績、

総括的評価等の登録を完了して下さい。

手術・手技については、プログラム統括責任者または連携施設担当者が経験
症例数に見合った技能であることを確認します。専門研修プログラム管理委
員会が2026年4月15日までに修了判定を行い、研修管理システム上で登録
します。

修了判定終了後は研修管理システム内の研修記録等の修正を行えなくなりま
すのでご留意下さい。

修了と判定された専攻医は4月16日～5月15日の期間に会員ポータルメ
ニューの「専門医認定申請」のボタンより専門医認定審査の申請を行って下
さい。
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3．研修修了に必要な要件

2017〜2022年度2023年度研修開始年度

カリキュラム制プログラム制項目

評価対象：産婦人科専門研修開始から研修修了年の3月31日までの期間に経験した実績
入力方法：研修修了年の4月15日までに登録、担当指導医の承認を受ける
修了条件：未承認の項目がなく、かつ、規定の要件数を満たすこと

実地経験目録、
症例記録および症例レポート
学術集会・研究会参加

1

評価対象：研修修了年の3月31日までの期間（初期研修期間中を含む）に発表した実績
入力方法：研修修了年の4月15日までに登録、担当指導医の確認を受ける
修了条件：未承認の項目がなく、かつ、規定の要件数を満たすこと

学術活動
（学会発表、論文発表）

2

不要

入力方法：研修修了年の4月15日までに登録、
担当指導医の確認を受ける

修了条件：1、2年目それぞれの形成的評価が
承認済みであること

形成的評価 [1、2年目]3

入力方法：当該指導医の担当期間終了後に随時入力可
修了条件：全ての指導医に対する評価が実施されていること

専攻医による指導医への評価4

入力方法：当該施設での研修期間終了後に随時入力可
修了条件：全ての施設に対する評価が実施されていること

専攻医による施設評価
[研修した全ての施設が対象]

5

入力方法：修了要件を満たした場合に研修修了年の3月20日より登録可
修了条件：評価が登録されていること

専攻医による総括的評価6

修了判定を受けるために必要な要件は、研修開始年度により異なります。
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研修修了のために必要な
各評価の実施状況を確認
できます。

研修期間の修了要件を
満たすかを確認できます。

4．研修修了時に満たすべき修了要件の確認⽅法と総括的評価
研修を修了するために必要な「研修修了要件」の進捗状況は、
研修管理システム トップ画面 の「研修修了要件の到達度」で確認できます。

研修修了要件を全て満たした
場合に「完了」と表⽰されます。

※休⽌期間証明書の提出が必要な専攻医で
休⽌期間証明書が未提出の場合、研修期間
を満たしても、研修期間の判定が修了と
なりません。先に随時申請より未提出の
休⽌期間証明書を提出して下さい。

研修修了に必要な要件の
登録状況を確認できます。
︓修了要件を満たした場合
︓修了要件が未達成の場合
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4．研修修了時に満たすべき修了要件の確認⽅法と総括的評価
「研修修了要件の到達度」において、研修修了要件を全て満たした上で、

2026年3月20日以降に「総括的評価」を行って下さい。

研修修了要件を全て満たした場合に
総括的評価を「登録」できます。
※研修修了要件を満たした場合に、
研修修了年の3⽉20⽇以降ボタンが
表⽰され登録を⾏うことができます。

講習会・学会参加、経験症例、
学術履歴、研修期間の全項⽬で
修了要件を満たす（⻘背景 ）
必要があります。

各評価項⽬が全て「済」の
となるよう登録して下さい。

研修期間の修了要件を
満たすかを確認できます。

研修修了要件を全て満たした
場合に「完了」と表⽰されます。
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実地経験

症例記録

症例
レポート

学会発表

論⽂

産科花⼦

産科花⼦

産科花⼦

4－1．研修実績の登録⽅法
研修実績はトップ画面の研修状況下にある一覧より登録を行って下さい。

※登録⽅法の詳細については研修管理システムの
専攻医向けマニュアルを参照下さい。
https://www.jsog.or.jp/medical/462/
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4－2．研修実績︓学会発表・論⽂発表における添付書類について
学会発表・論文発表の提出時に必要な書類添付が必要となる場合を示します。
以下に従って必要な書類（PDF形式のみ可能）を添付して下さい。

【学会発表】

【論文発表】

必要な添付書類登録⽅法
添付不要会員ポータル︓医中誌の情報を利⽤し登録

プログラムが分かる該当ページの抄録等をPDF形式で添付
※発表データをアップロードいただく必要はありません会員ポータル︓医中誌の情報を利⽤せず登録

必要な添付書類登録⽅法
添付不要会員ポータル︓PubMed・医中誌の情報を利⽤し登録

掲載された論⽂本⽂をPDF形式で添付会員ポータル︓PubMed・医中誌の情報を利⽤せず登録

投稿した論⽂本⽂、および、掲載証明書を
⼀つのPDFファイルにまとめ、PDF形式で添付研修管理システム︓「掲載予定の論⽂追加」より登録
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4－3．指導医評価、施設評価、形成的評価の登録⽅法

未登録の評価について「登録」ボタン
を押して登録を⾏なって下さい。
※評価が完了すると“参照”になります。

統括責任者にて登録された
研修予定スケジュールが確認できます。

指導医評価、施設評価、形成的評価（研修プログラム制の専攻医のみ）は
トップ画面の研修予定スケジュールより登録を行って下さい。

※登録⽅法の詳細については研修管理システムの専攻医向けマニュアルを参照下さい。
https://www.jsog.or.jp/medical/462/
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4－4．研修期間中の休⽌期間がある場合の証明書提出

※申請の必要がない
専攻医の場合、
随時申請の欄は
表⽰されません。

統括責任者が「出産、育児や介護に伴う休業」あるいは「疾病に伴う休職」を理由に休⽌期間の登録する際に、
「休⽌期間を研修期間として算定する」を選択した場合、休⽌期間の理由を証明する書類の提出を求める通知が
専攻医へ届きますので、証明書のアップロードを⾏って下さい。

証明書のファイルを選択します。
※PDFファイルのみアップロード可能です。

アップロード済の場合、ファイル名がリンクとなり、
プレビューで証明書を確認することができます。

証明書ファイルを選択した後、
「アップロード」ボタンを押して下さい。

証明書の例理由
病院からの診断書等疾病
⺟⼦⼿帳の「出⽣届出済証
明」ページもしくは出⽣証
明書等

出産、
育児

家族が要介護状態にある事
実を証明できる証明書等介護

研修期間中の疾病、出産、育児や介護等に伴う休止期間がある場合、
随時申請の一覧より休止期間の理由を証明する書類の登録を行って下さい。
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5－1．専⾨医認定審査の申請【4⽉16⽇〜5⽉15⽇】

【STEP.1 審査申請書の作成】

2026年4月16日より専攻医の会員ポータルメニューに「専門医認定申請」
ボタンが表示されます。専門研修プログラム管理委員会が修了判定を行ったのち、
「専門医認定申請」ボタンより申請ページに進み、指示に従い申請を行って下さい。

以下に専門医認定審査の申請における要点を記載しますが、
申請方法の詳細については以下のリンクのマニュアルをご参照下さい。
https://www.jsog.or.jp/medical/462/

申請者情報の確認

登録項目は一部を除き、会員

ポータルに登録されている情

報が自動的に表示されます。

表示内容に誤りのある場合に

は会員ポータルの「本人情報

の確認」ページより修正して

下さい。

医師免許証の登録

医師免許証をPDF形式で
取り込み、会員ポータル
の「本人情報の確認」
ページからアップロード
して下さい。

申請用写真の登録

申請書類に使用する申請者本人
の顔写真を登録します。

※ 6か月以内に撮影した単身胸
から上の写真 （正面、無帽)をご
用意下さい。

※ 申請用写真は受験票に使用さ
れますので、ご留意下さい。
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5－2．専⾨医認定審査の申請【4⽉16⽇〜5⽉15⽇】
【STEP.2 審査料の納入】

審査料をクレジットカード、コンビニ決済あるいは銀行振込でお支払い下さい。

審査料は49,500円です。

＊ 審査料の納入はシステムに自動反映されますが、コンビニ決済や銀行振込の場合、

システム反映までに数時間から1日程度要する場合があります。余裕をもって行って下さい。

＊ 2022年度から日本専門医機構が登録料を直接徴収することに伴い、専門医認定の審査料を

49,500円に変更しました。なお、審査合格者の支払総額に変更はありません。

＊ 一旦納入された審査料は返還いたしません。

【STEP.3 専門医認定審査の申請】

専門医認定審査の申請を行います。

一度申請を行った後は申請者情報や申請用写真等の申請内容は修正できません。

＊ 申請後に一次審査を担当する所属地方委員会から申請内容の確認依頼がある可能性があります。

連絡があった場合は速やかにご対応下さい。


